
私立保育園における保育の質をより高めるための補助や障がいのある方のための保健福祉費が156億円、
「その他」のうち学校の新築・増改築や改修にかかる費用が68億円増えました。

教職員給与の支払いを、北海道に代わって市が行うよう制度が変更。これに伴い、道税・市税の税率が変わった
ことなどにより、市税が340億円増え、「その他」のうち北海道からの交付金などが246億円減りました。

予算とは市の１年の収入（歳入）と支出（歳出）の計画を示したもの

3種類に分けてお金を管理しています

皆さんからの税金、国や北海道から
交付されるお金、公共施設の使用料 など

医療や生活保護、除雪・排雪、
道路や公園の整備にかかる費用 など収入（歳入） 支出（歳出）

一般会計 1兆116億円
福祉や教育など、市の基本的な
事業の会計

特別会計 3,617億円
国民健康保険や介護保険など、一
般会計と区別が必要な事業の会計

企業会計 2,611億円
地下鉄や水道など、料金収入で
運営している事業の会計

一 般 会 計の内 訳

3,222億円
市税

3,813億円
保健福祉費

1,572億円
職員費

1,033億円
土木費

866億円
公債費
866億円866億円866億円
公債費公債費公債費

823億円
経済費

1,529億円
その他

2,009億円
その他

2,241億円
国庫支出金

1,137億円
市債

982億円
諸収入

1,005億円

地方
交付税1兆116億円

歳入

1兆116億円

歳出

4月からの1年間、市がお金
をどう使うかをまとめた、
平成30年度予算が完成し
ました。ここでは、予算のポ
イントや本年度行う取り組
みの一部を解説。私たちの
生活がどのように変わって
いくのかを見ていきます。

財政課2211-2212詳細

平成30年度の予算を紹介！
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子育て支援や福祉サービス、防災対策な
どをさらに充実させ、市民の皆さんが互い
に支え合い、安心して暮らせるまちづくり
を進めていきます。

子育て子育て

43億7,800万円 拡 充

子育て子育て

子どもの貧困対策として、困難を抱える子育て世帯を各種
支援につなぐためのコーディネーターを配置。また、子ど
もの貧困の現状や対策の普及啓発に取り組みます。

保育施設の受け入れ
人数を増やすため、
認定こども園や私立
保育所、小規模保育
事業所の整備費用
を補助。保育定員を
約2,000人分増やし
ます。

福祉福祉

1億1,577万円 拡 充

高齢者の困りごとを地域で解決できるよう手助けする推
進員を、3区8人から10区27人に増員。より身近な地域の
支え合いを進めます。

1,100万円 新 規

子育て子育て

緊急時などに子どもを預けられる3つのサービスの事前
登録手続きが、まとめてできる窓口を３区で試験的に設
置します。

3,800万円 拡 充

防災防災

町内会や商業ビル
などをモデル地区
とし、ワークショッ
プを開催。地域独自
の防災マップの作成
や訓練・研修の実施
を支援し、防災意識
を高めます。

850万円 新 規

認定こども園や私立保育所
などの定員を拡大

困難を抱える子どもや家庭を支援

生活支援コーディネーターを
全区に配置

子どもの預かり支援を利用しやすく

モデル地区を設定し
地区防災計画の作成を支援 除雪除雪

冬の都市交通を維持し、
市民生活を守るため、適
切な除雪・排雪や地域ボ
ランティアへの支援など
を促進。また、将来に向け
た雪対策の計画である次
期冬のみちづくりプラン
を作成します。

201億6,040万円

地域や企業と連携して
除雪・排雪を推進

子どものための制度がもっとよくなると
うれしいわ

◀地域による支え合
いの一例である買い
物支援の取り組み

平成30年度の主な取り組みを
４つの分野に分けて解説！
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H15 H22 H28 H29見込み H30見込み

20,000

15,000

10,000

5,000

0

25,000
（億円）

17,28917,18616,855

21,892
18,330

（年度）
※計数ごとに四捨五入しているため合計が一致しないところがあります

60歳以上の方を対象とし
た仕事説明会を、市内5つ
の会場に増やして開催。企
業と高齢者を結び付ける
機会を設け、企業の人手不
足を解消し、高齢者の働く
場をつくります。

北海道の経済成長をけん引する街として、札幌の魅力を内外
へ発信。企業の誘致や雇用の充実、将来を担う人材の育成を
図ります。

13億1,700万円

スポーツスポーツ

シニア世代が対象の日
本スポーツマスターズ
や、国体冬季大会スキー
競技会を開催し、競技と
札幌の魅力を広めます。

5,200万円

1億1,100万円
会場整備や大会運営の計画を見直すほか、1972年の札
幌オリンピック時に流行した曲「虹と雪のバラード」を活用
して機運を高めるなど、招致活動を進めます。

雇用雇用

2,400万円 拡 充

希望に合った働き方
の実現をサポートす
る女性専用の相談拠
点を開設。働く上で
の漠然とした悩みや
保育に関することな
どを相談できます。

開設場所エルプラザ内（北区北8西3）

古くなった建物の更新や、国から支
払われるお金を一時的に肩代わり
するための臨時財政対策債の増加
などにより、市債の残高は本年度
も増える見込みです。しかし、将来
世代に過度な負担を残さないよ
う、事業費の精査や効率的な事業
執行などにより、市債残高の抑制
に努めます。

5,800万円 新 規

一般会計
（建設費など）

特別会計・企業会計

臨時財政対策債

市債の状 況

魅力魅力

ミャンマーからのアジアゾ
ウ4頭の受け入れに向け
て、ゾウ舎と屋外放飼場を
新設。このほか、飼育や繁
殖のための研修、視察を行
います。

12億5,400万円

759

10,951

8,694

6,639

10,181 7,376
5,739

2,260

4,477

6,354

5,991

4,841

6,062

6,071

5,156

■市債残高の推移

女性の女性の
活躍
女性の
活躍

女性の多様な働き方を
支援する窓口をオープン

教育教育

2億8,100万円 拡 充

小学5、6年の算数の授業を、25人程度に分けて行う「算
数にーごープロジェクト」を全ての市立小学校で導入。きめ
細かな指導で、学ぶ意欲や論理的思考力を高めます。

少人数制の算数の授業で
未来を担う人材を育成

経済経済

人件費、開設費を補助するほか、豊富な人材といった札幌
の強みを全国に発信。IT企業、食・医療関連企業などを呼
び込み、新たな雇用を生み出します。

企業を誘致し、産業基盤を強化

スポーツの祭典を通じて
街の魅力を発信

冬季オリンピック・
パラリンピック招致

シニア向けの仕事体験付き
説明会の規模を拡大

円山動物園でアジアゾウを公開

臨時財政対策債
が

増えているんだ
ね

10月開設

来年春公開（予定）

イメージ

（公財）日本スポーツ協会提供（公財）日本スポーツ協会提供

国体冬季大会
来年2月開催

10月・11月・来年2月開催（予定）

日本スポーツ
マスターズ 9月開催
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エネルギー効率の高い技術を積極的に導入できるよ
う支援し、将来にわたり持続可能な、環境に優しいま
ちづくりを進めます。

再開発再開発

J R苗穂駅舎を移転
し、南北を行き来でき
る通路と駅舎を接続
するほか、南北駅前広
場の整備や民間によ
る再開発を促進。利便
性を高め、にぎわいを
生み出します。

エネルギーエネルギーエネルギー

電気自動車などの次世代自動車の購入費用の補助
対象を拡大。水素を使って発電する燃料電池自動車
を追加します（詳しくは31ページをご覧ください）。

3,500万円 拡 充

38億2,500万円
交通・
福祉
交通・
福祉

平成31年4月の開始を予
定している市営交通の精
神障がい者運賃割引に向
け、システムや券売機など
を改修。障がいのある方の
社会参加につなげます。

1億1,213万円 新 規

交通交通

都心部などの駐輪場の整備
や、自転車の通行位置を分か
りやすくする表示の設置を検
討。歩行者も自転車も安心して
通行できる空間をつくります。

▶現在整備を進めて
いる西2丁目線地下駐
輪場のイメージ▲走行中の温室効果ガスが出ない燃料電池自動車

10億900万円

これまで見てきたよう
に、市では、さまざま
な取り組みを進めて
いきます。誰もが安心
して笑顔で暮らせる街
を一緒につくっていき
ましょう。

市の予算や財政状況を解説
したパンフレットを、区役所
やまちづくりセンターなどで
配布します。

より魅力や活力があふれる街になるよう、将来を見据えた
再開発や施設の整備などを行い、誰もが生活しやすい街を
目指します。

「さっぽろのおサイフ」を
4/9(月)から配布します

苗穂駅周辺のまちづくりを推進

次世代自動車の導入を促進 駐輪場の整備や
自転車の通行位置を明確化

精神障がいのある方への
運賃割引に向けた設備を整備

来年4月か
ら

割引が始ま
るのね

どんな街になって
いくのか楽しみだね！

予算の仕組みなどを
イラストを交えて紹介！

完成イメージ
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